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かどカウントダウンボードの設置

ねんりんピック長崎の成功を目指して

　３月 29 日、市役所西側玄関で「ねんりん
ピック長崎 2016」の 200 日前イベントとし
てカウントダウンボード披露式を開催しまし
た。
　本市では 10 月 15 日～ 17 日の３日間に
わたり弓道とサッカーの２競技が行われる予
定です。ねんりんピックでは全国から多くの
人が訪れます。島原の良さを感じていただく
ために、市民皆さんもおもてなしの心で来島
者をお迎えいただきますようご協力をよろし
くお願いします。

ランドセルカバーに「しまばらん」

交通事故から児童を守ろう

　市や島原市防犯協会、雲仙自動車学校など
では、この春、入学した小学１年生の交通安
全と犯罪被害の防止のため、ランドセルカ
バーに貼れる島原守護神「しまばらん」のシー
ルを作成し、小学校に贈呈しました。
　市民の皆さんも「しまばらん」のランドセ
ルカバーを付けた子どもたちを見かけたら、
温かい目で見守りをお願いします。

平成 28年　市表彰式

市の発展に貢献

　4 月 1 日、島原文化会館で市表彰式を行い
ました。
　島原市の発展のため多大な貢献のあった
24 人・1 団体を表彰しました。
　被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

徳行功労
有馬 良知（川崎市）
大久保 嘉人（横浜市）
川口 哲（蛭子町）
小鉢 長利（上新丁二丁目）
地方自治功労
園田 智也（大下町）
田上 秀一郎（稗田町）
前田 清治（緑町）
社会福祉功労
原賀 幸子（南崩山町）
宮田 昭史（上の原二丁目）
喜多 忍（栄町）
保健衛生功労
半田老人クラブ

（有明町大三東）
永橋 久米夫（白土町）

納税功労
前田 德一（大下町）
教育文化功労
水田 舜助（親和町）
前田 等（有明町湯江）
特別表彰（国体剣道優勝）
黒川 大樹（中原町）
藤野 聖那（中原町）
松﨑 賢士郎（中原町）
鶴浜 貴志（中原町）
杉本 唯子（栄町）
大園 望夏（栄町）
堤 麻衣子（栄町）
竹中 美帆（栄町）
藤﨑 薫子（栄町）
感謝状
清水 宏（久留米市）
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■課長級

所　属 氏　名
建設部長 兼元 善啓
議会事務局長 高原 昌秀

所　属 氏　名 所　属 氏　名
市民窓口サービス課長

（選挙管理委員会事務局長兼務） 　北田 美智子
都市整備課長 　野口 一敏
有明支所長 　堀 浩明

保険健康課長 　森本 一広 教育総務課長 　菅 幸博
しまばら観光おもてなし課長 　吉田 信人 スポーツ課長 　浅田 寿啓
しまばらブランド営業課長 　高田 順次 水道課長 　石田 寿弘
道路課長 　荒木 清治

　平成 28 年４月１日付で、106 人の人事異動
を行いました。
　課長級以上の異動は次のとおりです。

市役所の人事異動 ■部長級

島原市×青森県西
にしめ や む ら
目屋村

「共同観光プロモーション」調印式

日本一離れた地方創生連携

　4 月 13 日、長崎県東京事務所で島原市と
青森県西目屋村が「共同観光プロモーション」
の協定書を交わしました。
　地方創生の自治体間の連携としては日本一
距離が離れた連携事業となります。
　今回の連携のきっかけとなったのが、「水陸
両用バス」の運行です。
　今後は、両地域で水陸両用バスの共同運行
に向けたモニターツアーを核として、地域全
体の観光プロモーションを共同で実施します。
これにより交流人口の拡大や地方創生の実現
に向け弾みがつくものと期待できます。

しまばら創生・企業派遣研修事業ロゴ

しまばら創生・企業派遣研修事業

地方創生を目指して

　4 月 13 日、長崎県東京事務所で「しまば
ら創生・企業派遣研修事業」の記者発表を行
いました。
　これは本市の若手職員を先進的な IT 企業に
1 週間程度派遣し、企業職員とともに企業の

「スピード感」、「時勢をつかむ力」、「自ら稼ぐ
力」を体感し、職員の意識改革に取り組もう
とするものです。
　この研修によって、職員の能力向上が図ら
れ、本市の地方創生事業の推進が期待できま
す。

水陸両用車モニターツアー
「ジオ・スプラッシュ」

古川市長と西目屋村の関
せき

村長


